
令和７年度第２回 須走小中一貫校化に向けた地域説明会 記録 

開催日時 

令和８年３月６日（金） 午後７時 00 分開会 

 

開催場所 

小山町立須走小学校 体育館 

 

議事 

 

１ 開会 省略 

 

２ 教育長あいさつ ～小中一貫校化による教育行政の方向性について～  省略 

 

３ 諸説明 

⑴ 小中一貫教育の制度と効果についての再整理   省略 

⑵ 小中一貫校化に向けてのここまでの流れ  省略 

 ● 総務部会 

 ● 学校運営部会 

 ● ＰＴＡ部会 

 ● 施設関係部会 

 

４ 質疑応答 

  ◆須走小中は現状でも小中連携を行っている。なぜ今改めて小中一貫教育を進めるのか？ 

   ・今年から初めて英語・外国語と音楽の教員の乗り入れ授業が始まった。これは小中一貫校化を見

据えての取組である。 

・他の例としては、現在、ＡＬＴがこども園・小学校・中学校に常駐しており、９年間の子供の育

ちを見据えて、来年度はこれまで以上に乗り入れていくことも含めて考えている。 

・今までとはレベルの違う小中の接続を考えていくという点で、中身が大きく変わっていくという

受け止めをしていただければと思う。 

 

  ◆新しい制服になると値段が上がるのではないか。新旧の制服の価格比較を教えてほしい。 

   ・(新しい制服は)現在の男女の制服の価格のおおよその平均値となるように業者に依頼をしてい

る。 

   ・現在の制服では、女子は夏の制服が長袖と半袖で２着、あるいはそれ以上に購入しているご家庭

があるかもしれない。夏服については、ポロシャツを導入する予定である。ポロシャツの価格は

１ 枚 3000 円ぐらいで業者から見積もりをいただいている。そのため、実際の負担は減るのでは

ないかと考えている。 

 

  ◆須走小中は、過去に学校で児童生徒の学校生活が荒れるようなことはあったのか。 

 ・過去の学校の表れについて即答できず申し訳ない。 

・回答になっていないかもしれないが、自分は小山町に初めて勤務して、幸せだと感じる。これか

らの未来に向けて頑張っていきたい。 

 

  ◆女子の制服が新しくなると生徒指導上の事故につながるのではないか？ 

   ・近隣でも、御殿場市や裾野市が制服を変更すると聞いており、中学生の制服はブレザー型に移行

しつつある。 

・制服の変更による問題は現在のところあまり考えられない。 



 ◆地域説明会をこれ以降も予定しているのか？地域説明会とは別に保護者説明会は予定しているの

か？ 

  ・時期は未定だが、来年度さらに議論が深まった内容について皆さんに説明をする予定である。 

  ・保護者説明会については未定である。 

 

 ◆グランドデザインなどはいつ決まるのか？  

  ・グランドデザインは、小学校長と中学校長で準備をして、きちんとしたものを作りたいと考えて

いる。 

  ・来年度の２月の学校運営協議会でお見せする予定である。 

 

  ◆専門部会で話し合われた内容はこれですべてか？ 

   話し合われた内容に対して、どれぐらいの進捗度なのか？ 

   ・総務部会を例としてお答えする。本日７つのことを示したが、１年間で話したいことはこの７つ

であった。 

   ・ただし、話し合う内容はこれですべてという訳ではない。たとえば、視察した施設一体型小中一

貫校は、６年生の卒業式と７年生(中学１年生)の入学式は実施していなかった。昨月の総合教育

会議で、「式辞的行事は行ったらどうか」という貴重な意見をいただいた。これについては、もう

一度総務部会で検討してみたいと思う。 

   ・検討したうえで、今日お示しした内容と同じということもあるかもしれない。しかし、今日いた

だいた意見も含めて、地域の皆様のご意見を大事にしながら、どういう形が須走地区にとってベ

ストなのか、考えていきたい。 

 

   ◆子供たちは中学生になったときに、中学校の校舎に通うのか？ 

    ・授業を受ける場所は現状と同じである。 

    ・施設が複数あるメリットを生かし、小中で連携し、小学生が中学校の図書館や理科室を利用す

るなど検討していきたい。 

 

   ◆校舎を既存のまま使用するのであれば、小中で連携するメリットはないのではないか？ 

    たとえば小学校の校舎に全員が通うなどすれば、見守りの負担も少なくなるのでは。 

    ・現在の空き教室の状況からすると、中学校の空き教室をすべて小学生の校舎とすることは空き

教室の数が足りないためできない。 

・小学校の空き教室をすべて中学生の教室とすることは空き教室の数の上では可能である。視察

した小中一貫校では、建物を改修等する場合、ほとんどが小学生を中学校の校舎に入れてい

た。それは、トイレの高さや窓の大きさ、教室の広さ、下駄箱の靴の大きさなどが関係してい

ると考えられる。 

・そのような理由から、本校では既存の校舎を利用し、６・３制で教育の内容を充実させていく

ということにポイントを置くことにした。 

・もし施設・設備面で大きな動きがあった場合は、その時のメンバーで検討していく。 

 

５ 閉会 省略 

 

※ＡＬＴとは、「Assistant Language Teacher(外国語指導助手)」のことで、主に英語や外国語の授業で担

任や英語科教員をサポートし、共に指導を行う教員のことである。 


